
安
全
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な
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を
め
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し

安
全
安
心
な
村
を
め
ざ
し 
安
全
安
心
な
村
を
め
ざ
し

安
全
安
心
な
村
を
め
ざ
し 
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安
全
安
心
な
村
を
め
ざ
し 

　
四
月
四
日
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む

で
、
村
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
団
長
に
は
、
菅
原
修
さ
ん
（
片

貝
）
が
再
任
。
副
団
長
に
は
、
平

田
均
さ
ん
（
下
関
）
が
再
任
さ
れ
、

小
池
稔
さ
ん
（
下
関
）
に
代
わ
り
、

新
た
に
五
十
嵐
忠
さ
ん
（
上
川
口
）

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
菅
原
修
団
長
か
ら
、
新

た
に
班
長
以
上
の
幹
部
団
員
に
な

っ
た
三
十
二
人
と
新
任
団
員
十
七

人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
団
長
以

下
四
百
十
人
の
新
体
制
が
整
い
ま

し
た
。 

　
菅
原
修
団
長
は
、
「
現
幹
部
や

新
幹
部
の
皆
さ
ん
に
は
、

責
任
を
持
っ
て
新
任
団
員

を
育
て
て
も
ら
い
た
い
」

と
激
励
。
そ
の
後
、
新
任

団
員
と
幹
部
団
員
の
訓
練

が
行
な
わ
れ
、
新
任
団
員

は
緊
張
し
た
表
情
で
訓
練

を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

　
辞
令
交
付
終
了
後
は
、

ポ
ン
プ
操
法
競
技
の
講
習

会
が
行
わ
れ
、
昨
年
、
県

大
会
へ
出
場
し
た
第
六
分

団
（
九
ケ
谷
）
が
模
範
演

技
を
披
露
。
団
員
の
皆
さ

ん
は
五
月
に
行
わ
れ
る
村

の
大
会
に
向
け
真
剣
な
表

情
で
模
範
演
技
を
見
て
い

ま
し
た
。 

関
川
村
消
防
団
辞
令
交
付
式 

▲平田大六村長から辞令書を受け取る 
　菅原修団長 

消防団の主な行事予定（平成22年度） 

５月16日（日）　春季消防演習・操法競技会 

　　　　　　　　　　　　　（村スポーツ公園） 

６月13日（日）　荒川水防訓練 

　　　　　　　　　　（会場：関川村小見橋下） 

６月27日（日）　郡市操法競技会（会場：村上市） 

８月１日（日）　新潟県消防大会（会場：妙高市） 

９月５日（日）　秋季消防演習・定例表彰式 

　　　　　　　　　　　　　（ふれあいど～む） 

　
五
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る 

「
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
」
に
向

け
、
各
分
団
で
は
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
主
に
夜

や
早
朝
に
練
習
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
も
、
団
員
の
家
族
や
職

場
な
ど
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

操法競技会に向け練習開始 

◎
伊

藤

　

賢
（
下
関
） 

○
和

田

　

崇
（
勝
蔵
） 

◎
渡

辺

大

輔
（
上
関
） 

○
佐

藤

勝

嘉
（
高
瀬
） 

◎
河

内

政

彦
（
上
野
山
） 

○
竹

内

勝

義
（

桂

） 

◎
大

島

　

聡
（
上
野
新
） 

○
須

貝

　

篤
（
南
中
） 

◎
富

樫

一

男
（
下
土
沢
） 

○
駒

沢

　

功
（
鍬
江
沢
） 

◎
八

幡

　

勉
（
八
ツ
口
） 

○
伊

藤

政

徳
（
片
貝
） 

◎
高

橋

　

勝
（
大
石
） 

○
高

橋

治

彦
（
金
俣
） 

 

団
員
68
人 

団
員
73
人 

団
員
48
人 

団
員
80
人 

団
員
62
人 

団
員
33
人 

団
員
43
人 

五十嵐　　忠（上川口） 



交通事故に気をつけて 
交通安全指導所で呼びかけ 
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交通事故に気をつけて 
交通安全指導所で呼びかけ 

▲ドライバーに安全運転を呼びかけ 

　
最
近
、
村
内
で
鍵
の
掛
か
っ
て

い
な
い
住
宅
に
泥
棒
が
入
り
、
現

金
等
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。 

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

外
出
や
就
寝
の
際
は
、
家
の
戸
締

り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
短
時
間
で
も
、
車
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
ド
ア
の
施
錠
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。 

泥
棒
に
注
意 

〜
戸
締
り
の
徹
底
を
〜 

　
春
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ

て
、
四
月
十
日
、
交
通
安
全
指
導

所
が
川
口
橋
の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
所

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
指
導
所
に
は
、
村
上
地
区
交
通

安
全
協
会
関
川
支
部
、
ト
キ
ち
ゃ

ん
ク
ラ
ブ
、
村
の
交
通
安
全
指
導

員
、
村
上
警
察
署
な
ど
、
約
三
十

人
が
参
加
。
「
交
通
事
故
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、
啓
発
チ

ラ
シ
や
眠
気
防
止
の
ガ
ム
な
ど
を

手
渡
し
、
約
百
台
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
村
上
警
察
署
の
藤
井
裕
副
署
長

は
「
交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
な

く
な
ら
ず
、
関
川
村
管
内
で
も
事

故
は
多
い
状
況
で
す
。
今
後
も
交

通
事
故
の
減
少
に
向
け
た
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
昨
年
に
比
べ
、
交
通
事

故
の
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
安
全
運
転
を
心

が
け
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
前
席
・
後
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
し

っ
か
り
締
め
、
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
遭
わ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
の
度
、
新
潟
北
警
察
署
豊
栄

駅
前
交
番
か
ら
異
動
し
て
参
り
ま

し
た
。 

　
出
身
は
上
越
市
で
、
年
齢
は
二

十
七
歳
で
す
。
趣
味
は
体
を
鍛
え

る
こ
と
と
、
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。「
親

切
・
丁
寧
に
」
が
私
の
モ
ッ
ト
ー

で
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
そ
の
期
待
に

応
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
頼
り
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

下
関
交
番 

　
巡
査
　

箕
輪
　
剛
さ
ん 

よ
ろ
し
く 

　
お
願
い
し
ま
す 

　
四
月
十
五
日
、
関
川
中
学
校
で
、

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
一
年
生
を

対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
教
室
で
は
、
体
育
館
に
作
っ
た

模
擬
道
路
で
一
人
ひ
と
り
自
転
車

に
乗
車
。
交
通
安
全
指
導
員
か
ら

習
っ
た
手
信
号
な
ど
を
練
習
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
交
通
安
全
指
導

員
か
ら
「
確
認
を
き
ち
ん
と
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
が
あ
り
、
生
徒
は

真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

村上警察署管内交通事故（人身）多発 
（平成22年１月１日～４月15日） 

区　分 
発生件数 

本年 前年 増減 

84 71 13村上管内 

7 5 2関川村 

2,746 3,027▲281

死者数 

本年 前年 増減 

1 2 ▲1

0 0 0

27 33 ▲6

負傷者数 

本年 前年 増減 

112 89 23

9 7 2

3,357 3,693▲336県　内 

交
通
安
全
教
室 


